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研究の概要： 

iliocapsularisは股関節の前方関節包に付着する深部筋で、その断面積と股関節不安定性との関連が注目さ

れています。しかし、iliocapsularis の断面積に影響する要因は十分に明らかとなっていません。そこで本研

究では、iliocapsularis の断面積における加齢変化と性差を検討しました。 

 

【方法】 

・対象：若年男性 20名、若年女性 17名、高齢男性 20 名、若年女性 20名 

・方法： 股関節〜大腿部のMRI を撮像し、iliocapsularis、腸骨筋、大腿四頭筋、大腿直筋の横断面積を 

         算出しました。各筋の横断面積を年代と性別間で比較しました。 

【結果】 

・iliocapsularis が判別できた被験者数は、若年男性 20人中 17 人（85.0%）、若年女性 17人中 15人（88.2%）、 

 高齢男性 20人中 18人（90.0%）、高齢女性 20人中 19 人（95.0%）でした。 

・iliocapsularis の断面積には、性別のみに主効果が示され、男性群は女性群よりも断面積が大きかった。 

 一方で iliocapsularis の断面積には若年群と高齢群の間に差は見られなかった。 

・腸骨筋、大腿四頭筋、大腿直筋の横断面積は、年代と性別の主効果が認められ、 

 若年群や男性群は高齢群や女性群よりも断面積が大きいことがわかった。 

・各筋の断面積を体重で補正しても結果は変わらず、iliocapsularis の断面積が加齢の影響を受けにくいこと 

 がわかりました。 

 

Iliocapsularis が判別できる例 Iliocapsularis が判別できない例 


